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平成 27 年度第３回上富良野町総合教育会議会議録 

 

 

１ 開 催 日 時  平成 27 年 12 月 16 日(水) 

２ 開 催 場 所  上富良野町役場２階審議室 

３ 出席した者  構成員（６名） 

         ・上 富 良 野 町 長  向 山 富 夫 

         ・上富良野町教育委員会委員長  菅 野 博 和 

         ・上富良野町教育委員会委員  三 熊 邦 彦 

         ・上富良野町教育委員会委員  吉 村 好 子 

         ・上富良野町教育委員会委員  佐 藤 大 輔 

         ・上富良野町教育委員会教育長  服 部 久 和 

         事務局他（５名） 

         ・総 務 課 長  石 田 昭 彦 

         ・総 務 課 総 務 班 主 幹  床 鍋 のぞみ 

         ・総 務 課 総 務 班 主 査  上 嶋 義 勝 

         ・教 育 振 興 課 長  野 崎 孝 信 

・教育振興課学校教育班主幹  及 川 光 一 

 

４ 協 議 事 件  教育大綱の重点施策を実現するための取組について 

５ 開 会 宣 言  午後３時 00 分 

６ あ い さ つ  省略 

７ 協議事件の要旨  次のとおり 

発言者 協議事件の要旨及び内容 

野崎課長 

 

 

向山町長 

 

 

 

 

向山町長 

 

 

 

 

 

(1)教育大綱の重点施策を実現するための取組について 

・別紙 教育大綱重点施策の取り組みについて(28 年度予実施予定事業)説明 

 

現在、来年の予算編成に向けて作業の最中であり、この大綱の重点施策８項

目は、その中でも重要な項目でありますので、これらを実現できるような思い

を私も持っていますので、是非ご理解をいただきたいと思います。一つ一つ、

皆様方と意見交換をというよりは、８項目を通していろいろご意見をいただき

ながら、これら実現していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

個別的にみると「外国教育の充実」においては、来年度よりＡＥＴ(英語指導

助手)を１名の増員、また、「ふるさと学習の推進」に関しては、現在本町と美

瑛町でジオパーク構想を進めており、29 年度の認定を目指して作業を行ってお

ります。この取組が各世代を通じた意識の共有が認定審査の重きとなることか

ら教育の分野においても教育委員会のお力添えをいただきたいと思っておりま

す。 



向山町長 
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服部教育長 

 

 

 

 

向山町長 

 

服部教育長 

 

 

 

 

 

 

向山町長 

 

 

菅野委員長 

 

 

向山町長 

 

服部教育長 

 

 

 

 

 

吉村委員 

「生涯学習の推進」にあるＢ＆Ｇプールの整備計画については、来年度濾過

機の更新やその後の計画についてはいかがでしょうか？ 

濾過機については、プール設置当初から手を付けておらず、更新は急務であ

りあります。また、管理棟の屋根の塗装も 28 年度で対応したいと考えておりま

す。29 年度以降についても計画的にプール鉄骨の塗装やテントシートの更新も

行っていきたいと思います。 

 

三浦綾子先生に関する共同事業について情報提供をいただきたいと思いま

す。 

和寒町からのリクエストもありまして、三浦文学を共有する和寒町、旭川市、

そして本町が、これらの分野を通じて地域おこしの観点から、民間が主体とな

って進めてい行くものであり、町もこれらの取組に共催する形で対応していく

ものです。 

 

次に、いしずえ大学のＯＧ・ＯＢというのは、現場の学生からの要望なのか

お聞かせ下さい。 

健康づくりのまち宣言もしていますし、実際これまでいしずえ大学の中で交

流が増えて、お友達づきあいや活動範囲が幅広くなってきていますが、卒業す

ると元に戻ってしまうことは、考えるところがあり、「学びに定年はない」観点

から、そして運営体制や受入れのキャパにも問題がないので、同じように特別

なクラスとして月２回ほどの活動を行ってもらおうと進めていくものでありま

す。 

 

みなさんもそれぞれ関心を持つところがあるかと思いますが、全体としてご

意見があればお伺いします。 

 

いじめ防止についてですが、昨今防止体制について全国的に様々な組織があ

りますが、未だに「いじめ」が減らない現状です。特に現場の学校・教員が一

番大事かと思いますので、細心の注意を払っていただきたいです。 

町でもいじめ防止条例を制定しましたので、実際の学校と教育委員会の情報

の共有やその方法についてお聞かせ下さい。 

学校では、すでに先行して学校の基本方針を作成しています。 

これらに基づいて学校と教育委員会間の情報の共有や理解度は共通して認識

されています。 

合わせて教員への研修、教育など資質をあげていく取組、管理教員がしっか

りとフォローアップできる仕組みをより構築していくものであります。 

 

健康づくり・食育における新しい取組として栄養教諭による親子食育教室と



 

服部教育長 

 

 

向山町長 

 

 

向山町長 

 

 

 

 

 

 

 

全委員 

 

向山町長 

ありますが、どのようなものなのでしょうか。 

現在の考えでは、授業の中の取組ではなく、夏休みや冬休みを利用して給食

の人気メニューなどを参考に学校給食の理解度を高めるなど、親子で参加して

もらうような仕組みです。 

この食育に関しては、子どもたちが基本となる朝の欠食が依然として一定程

度のありますので、これをなくすために進めてほしいと考えております。 

 

このほかご意見がなければ、本日この会議において平成 28年度に向けての重

点施策として共有・確認を終わりたいと思います。これらの具体的な事業の執

行にあたりましては、教育委員長を中心とする教育委員会の皆様に委ねること

になりますが、町としての思いもその中でご配慮いただきたいと思うところで

あります。 

それでは、再確認でありますが、今回お示ししたことを基本とする重点施策

の取組についてご了承いただけますか。 

 

はい。（異議なし） 

 

以上をもって、閉会させていただきます。 

 

  

８ 閉 会 宣 言  午後４時 10 分 

 

上記会議の経過は、書記の調製したものであるが、その内容の正確なることを証するた

め、ここに署名する。 

 

   平成27年12月16日 

 

 

                上 富 良 野 町 長   

          

   

  上富良野町教育委員会教育長   


